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入学式 式辞（抜粋） 

 

新入生の皆さん、入学式は未来への決意を新たにする場です。現在の社会は、国際化、テ

クノロジーの進化、環境問題、感染症問題など、様々な問題と向き合っています。皆さんが

生きる未来は、新たな社会の仕組みや価値観が生まれるなど、大きな変革が続くことでしょ

う。その未来を、自分で生き抜くための基礎力を高校三年間で身に付けて、先程紹介した「社

会の一員として貢献できる実践的産業人」を目指してください。 

皆さんが高校生活をスタートさせるにあたり、自覚して欲しいことを私から２つお話し

します。 

先ず、「人間力を身につける。」ということです。 

高校は、中学校までの義務教育とは違い、それぞれが自分の将来の姿を描き、目標を立

て、その実現のために自らが学びに向かう場所です。将来自分が希望する職業に就くた

め、基礎的技術や技能を習得し、心身を成長させ、できなかったことが数多くできるよう

になるところです。 

夢実現のため、人任せにせず、自らが考え、判断し、行動するための「知識」と、それ

をもって工夫する「知恵」と「実践力」を、主体的に身につけようと努めることや、他人

の想いを理解し、今在ることへの感謝ができ、自らが想いのある言動を行うなど、人格の

成長を促す自己指導力によって、社会に順応するための「人間力」を身につけて欲しいと

思います。 

次に「ポジティブに挑戦する。」ということです。 

自らの意思によって目標を持ち挑戦することで、今まで経験してこなかった事柄に出会う

ことができます。それは決して良いことばかりではありません。したくもなかった苦い経験

も時にはあるでしょう。しかし、その経験が無ければ悔しい感情や、成功したときの感動を

味わうこと、周りの方々への心からの感謝が芽生えることもないでしょう。自分にとって他

人にとって良いことを、「できる」「できない」と頭で考えすぎることなく、まずやってみる

ことです。私たち職員は、皆さんの良き伴走者としてサポートしたいと考えています。です

から今日の今、この瞬間から、弱音を吐かないで何事もポジティブに、プラスに考えて言動

してください。口に＋－と書いて吐くいう漢字がありますが、皆さんには口に＋と書いて叶

う言動を心がけて欲しいと思っています。 

そのことによって皆さんが、－と捉えがちなことも自らのバイタリティーによって打開す

る力を付け、隼工で心震える様な感動が得られるようになることを期待します。 

以上二つの「人間力を身につける。」ということと、「ポジティブに挑戦する。」という志

を、高くもって、高校生活を送ってください。 
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